
東日本大震災被災地支援委員会 原発課題班コラム 

原子力発電所事故と放射能について 
知っておきたいこと② 

可能な限り無用な被ばくを避ける 

 「放射線を何ミリシーベルト（以下Svとする）以上浴

びると健康に良くないのですか」という質問をよく聞き

ます。自然に浴びる放射線を除いて、原発事故などによ

って余計に浴びる放射線量の限度は法令で定められています。 

食品に対する暫定規制値が（厚労省告令）示されまし

た。それは「食品のみで年間5ミリSvまで」としていま

す。一方、文科省令では「一年間で合計１ミリSvまで」

という線量限度が課せられています。本来これは、空気

を吸うことや飲食による内部被ばくも含めて1ミリまで

という意味ですので、食品に対する暫定規制値と矛盾します。 

では、文科省令に従って考えてみましょう。年間1ミ

リとはおおよそ１時間当たり0.11マイクロSvに当たり

ます。福島の事故以前の放射線量を自然に浴びる放射線

量とし、仮にそれを１時間0.06マイクロとしましょう。

もし、空間線量を測って0.17マイクロ以上を示したら

（0.17＝0.06＋0.11）文科省令に反する事態です。しか

も内部被ばく抜きで。 

いずれにせよ、年間線量限度の数値はこれ以下ならば

病気にならないという意味の「安全量」ではなく、健康

に悪いかもしれないけれどここまでは我慢しましょうと

いう意味の「我慢量」です。アレルギーと同じく敏感な

人は微量でも健康を害することがありうるからです。「可

能な限り無用な被ばくを避ける」ことをわたしたちはお

勧めします。       （原発課題班 担当・濱野） 

 

 

東日本大震災被災地支援募金にご協力ください 

すべての支援活動は、募金によって支えられています。 

2012 年度募金目標総額 2000 万円 

実績 2,818,176 円（４月～６月末） 

今年度活動予算６１００万円 

（昨年度繰越と今年度募金併せて予算を組んでいます。） 

お祈りとご協力に心から感謝申し上げます。 

送金先：郵便振替００１４０－９－１８０８８１宗教法人日本バプテスト連盟総部 

※「大震災被災地支援募金」と明記してください。 

※募金は極力、教会単位でご送金ください。海外からの募金は別口座になります。 

総務部までお問い合わせください。 

被災地支援活動ポスター 

各教会でダウロードし、ぜひお使いください。 

                                          

◆
「
宣
教
・
神
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催 

 

６
月
２８
～
３０
日
、
「
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
が
問
い
か
け
る
宣
教
・
神
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
、
仙
台
に
全
国
６５
教
会
・
伝
道
所
の
１０５

名
の
方
々
が
集
い
ま
し
た
（
初
日
の
公
開
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
150
名
余
が
参
加
）。
詳
細
は
バ
プ
テ
ス
ト

誌
（
8
月
号
）
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
前
に
は
、
仮
設
住
宅
支
援
活
動
を

４
箇
所
で
同
時
に
行
な
い
ま
し
た
。
安
渡

あ

ん

ど

小
学
校

仮
設
（
盛
岡
教
会
担
当
）
、
小
鎚

こ

づ

ち

第
四
仮
設
（
遠
野

セ
ン
タ
ー
担
当
）
、
宮
前

み
や
ま
え

仮
設
（
仙
台
北
教
会
担
当
）、

緑
ヶ
丘
東
７
丁
目
仮
設
（
郡
山
コ
ス
モ
ス
通
り
教

会
担
当
）
に
、「
障
害
」
者
と
教
会
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
も
あ
わ
せ
て
２５
名
が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

◆
A

P

B

A

i

d
総
主
事
・
副
主
事
が
来
日
！ 

震
災
当
初
か
ら
大
き
な
祈
り
と
支
援
を
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
A

P

B

A

i

d
（
ア
ジ
ア
太

平
洋
バ
プ
テ
ス
ト
支
援
機
構
）
総
主
事
の
カ
ビ
さ

ん
（
イ
ン
ド
）
、
副
主
事
レ
ヒ
タ
さ
ん
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
）
が
来
日
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
二
人
は
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
や
仮
設
支
援
だ
け
で
な
く
26
日
よ
り

27
日
ま
で
仙
台
・
岩
手
・
郡
山
を
視
察
。
強
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
つ
も
笑
顔
で
私

た
ち
と
行
動
を
共
に
し
て
く
だ
さ
り
、
身
を
低
く

し
て
仮
設
の
方
々
と
寄
り
添
っ
て
お
ら
れ
る
姿
に
、

そ
の
信
仰
の
姿
勢
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。    

岩
手
視
察
の
最
後
の
朝
、
小
鎚
第
四
仮
設
の

方
々
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
「
い
か
の
く
ち
ば
し
」

の
煮
物
を
私
た
ち
と
一
緒
に
お
い
し
そ
う
に
ほ
お

ば
っ
て
お
ら
れ
た
姿
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
国
を
超
え
て
愛
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
る
主
と

そ
の
愛
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
主
に
あ
る
仲
間
に
心

よ
り
感
謝
！ 

          

◆
仮
設
住
宅
内
の
談
話
室
新
設
＆
増
設 

現
在
、
仮
設
住
宅
生
活
は
一
つ
の
転
機
を
迎
え

て
い
ま
す
。
家
を
建
て
ら
れ
る
人
と
そ
う
で
な
い

人
、
家
族
が
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
。
い
ろ
ん

な
形
態
が
あ
り
、
孤
独
死
、
自
死
、
心
の
病
、
ス

ト
レ
ス
性
の
病
気
。
仮
設
生
活
の
中
に
あ
る
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
遠
野
セ
ン
タ

ー
を
通
し
て
支
援
を
し
て
い
る
大
槌
町
だ
け
で
仮

設
団
地
48
箇
所
中
、
談
話
室
の
な
い
団
地
22
箇
所
。

た
だ
で
さ
え
孤
立
し
が
ち
な
仮
設
住
宅
生
活
で
す
。

談
話
室
の
な
い
仮
設
団
地
で
は
、
交
わ
り
を
す
る

場
所
す
ら
作
れ
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
テ
キ
サ

ス
州
連
盟
の
指
定
献
金
と
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
を

合
わ
せ
て
約
８００
万
円
の
予
算
で
小
鎚
第
七
仮
設
団

地
に
談
話
室
新
築
、
小
鎚
第
四
仮
設
団
地
の
談
話

室
増
築
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
の
通
う

場
、
生
き
る
力
を
得
る
場
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
第
七
仮
設
住
宅
に
談
話
室
が
新

築
さ
れ
た
後
に
は
、
遠
野
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援

活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

（
現
地
支
援
担
当 

金
子
千
嘉
世
）  

 

                   

◆
大
槌
町
小
鎚
第
四
仮
設
お
茶
っ
こ
の
会
６
月
２８
日 

 

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
は
、
南
名
古
屋
教
会

か
ら
４
名
、
松
山
西
教
会
か
ら
１
名
が
集
め
ら
れ
、
遠

野
セ
ン
タ
ー
の
２
名
を
合
わ
せ
て
総
勢
７
名
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
午
前
１０
時
開
始
の
予
定
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
９
時
頃
に
仮
設
集
会
所
に
到
着
し
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
仮
設
の
皆
さ
ん
は
間
も
な
く
三
々
五
々

集
ま
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
集
ま
っ
た
仮

設
の
方
々
の
傍
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
自
然

と
散
ら
ば
り
、寄
り
添
っ
て
傾
聴
の
時
と
な
り
ま
し
た
。

お
茶
っ
こ
も
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
に
皆
で
歌
を
歌
っ
た
の

で
す
が
２
曲
目
を
歌
い
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
２
人
の
若
い

お
母
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
後
１
カ
月
と
２
カ
月
の
赤

ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
が
歌
そ
っ
ち

の
け
で
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
に
釘
付
け
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
雰
囲
気
が
と
て
も
明
る

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
来
月
も
来
て
く
れ
ま
す
よ
う
に

と
祈
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
１７
名
の
方
が
来
て
く
だ
さ

っ
て
、
一
緒
に
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

（
遠
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
事 

佐
藤
浩
） 

2012 年７月１１日全国発送版《第１０号》 

東日本大震災被災地支援委員会ニュースレター 

＝祈りの絆＝ 
連盟の被災地支援に関する情報は、連盟ホームページをご覧ください。http://www.bapren.jp/ 

郡山仮設支援 

遠野ボランティアセンター 

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集  

◆７・８月の募集 

日程  ① 7 月 23 日（月）～2７日（金） 

応募締め切り 7 月 14 日（月）まで 

② 8 月 27 日～9 月 1日（土） 

応募締め切り 8 月 13 日（月）まで 

※集合時間は後日お知らせします。 

募集人員 １５人 

7月27日は東北地方連合信徒大会のため期間短縮

となっています。 

 8月13日～16日はまごころネットがお休みのた

め、募集はいたしません。また、8月6日～11日、8

月20日～25日は大学生が入るため一般の募集はいた

しません。 

旅費補助対象になるのは、移動日を除き、活動日が2

日以上です。初日と最後の日は移動日と考えると最低3

泊4日の計画が必要です。 

 

祈りの課題 

① 福島第一原発事故

の完全収束のため。 

② 夏にむけて、それぞ

れの仮設支援計画

が守られるように。 

③ 今も避難しておら

れる方の健康が支

えられますように。 

 

大槌町小鎚第四仮設お茶っこの会 

 

大槌町小槌第四仮設 

Feraz Legita 

（レヒタさん） 

Pheiga Gangmei 

Kabisinpou 

（カビさん） 

APBAid（アジア太平洋バプテスト支援機構） 

総主事     副主事 


